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リサーチ・スキル：情報リテラシーの基礎編   
Research Skills Foundations  
 
植民地関係文書の研究手法編  

Interrogating Colonial Documents and Narratives 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一次資料をより深く理解し、活用するための実用的なオンライン学習ツールです。体系立てられた機能

により、授業や研究での一次資料の活用を促します。情報リテラシーを醸成する Research Skills 

Foundations、一次資料のリテラシーをさらに高め植民地時代の文書を扱う際の方法論を紹介する

Interrogating Colonial Documents and Narratives で構成されています。 
 

【価格体系】 FTE により価格が異なります。価格は概算参考価格(税抜)です。 
 

  
◇ 完全買い切り・アクセスフィー無し ◇バックアップHDD提供可能(有償)  ◇ 同時アクセス無制限  

【総合資料】 

裏面以降に続きます → 

 

（Adam Matthew Digital, GBR / 日本総代理店：丸善雄松堂） 

 

 

 

 

FTE は人文社会科学系学部の学

生数（学部生＋院生）より算出 

FTE <5,000 

(Band 0) 

FTE 5,001-10,000 

(Band 1) 

FTE 10,001-15,000 

(Band 2) 

FTE 15,000< 

(Band 3) 

Research Skills Foundations お 問 い 合 わ せ く だ さ い 

Interrogating Colonial 

Documents and Narratives 
お 問 い 合 わ せ く だ さ い 

 
 

  丸善雄松堂株式会社[学術情報ソリューション事業部 企画開発統括部] 

  e-mail: e-support@maruzen.co.jp 

FTE は人文社会科学

系学部の学生数（学部

生＋院生）より算出い

たします。 

◆ 消費税に関しましては税制の改正に則った内容で対応させて頂きます。掲載製品はリバースチャージ対象製品です。 
◆ 原価の改定、為替相場の変動などの理由による価格の変更や掲載タイトルの変更につきましては、予めご了承の程お願い申し上

げます。 
◆ お見積りは、別途ご用命ください。 
◆ Band 1、Band 2は同価格での提供でしたが、2025年４月以降、上記価格体系に変更となりました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関連する資料を用いた方法を探求し、基礎的な情報リテラシーと批判的思考力を養い、芸術、人文社会

科学の研究を支える概念を紹介します。 

 

編集委員： 

David Armitage, Harvard University 
Kristopher Burrell, Hostos Community College 
Fiona Courage, Mass Observation Archive 
Rebecca Crites, University of Warwick 
Rowena Xiaoqing He, The Chinese University of Hong Kong 
Robin Katz, University of California, Riverside 
Jean O'Brien, University of Minnesota 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Learning Tools  
エッセイ、ハウツーガイド、ビデオインタビューにより人文社会学の研究を支え

る重要な概念を紹介。情報源を批判的に評価する方法からデジタルツールの使用

方法まで、一次資料を理解して使用するための原則と実践を共有します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

リサーチ・スキル：情報リテラシーの基礎編  

Research Skills Foundations 

↑All Learning Tools の例  



 
 
 
 
 

Case Studies  
様々な資料形態、テーマ、データの調査・解釈・使用方法に関する 100以上のケーススタディにより、

一次資料を分析し、アプローチする方法を提示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Practice Sources  
世界中のAM (Adam Matthew Digital) の 70以上のアーカイブパートナー

から集められた何百もの一次資料を収録。Learning Toolsや Case Studies、

そのほかの資料を使い実践につなげます。ご所属機関で導入している AM

のデータベースへのリンクも可能です。 
 
所蔵されていないデータベースに関連する資料は、該当のデータベースへのリンクは

されませんが、Research Skills Foundations に収録されている資料は閲覧いただけ

ます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学生の一次資料リテラシーを高め、植民地史を研究する際の重要な留意点を学生に紹介。また、学生と指導者

の双方が、植民地に関する一次資料をさまざまな教育・学習場面で活用できるようにすることを目的としていま

す。世界各地の専門家による実践的なアドバイスにより、学生が植民地文書に隠された声を見つける方法、指

導者が植民地史を教える方法、植民地記録を分析し調査する方法について、実践的な手法を提供。 
 

編集委員： 

Antoinette Burton, University of Illinois Urbana-Champaign 
Esme Cleall, University of Sheffield 
Joseph Udimal Kachim, University of Cape Coast 
Robin M. Katz, University of California Riverside 
Shino Konishi, Australian Catholic University 
Naina Manjrekar, Indian Institute of Technology Bombay 
Emily Manktelow, Royal Holloway, University of London 
Gelien Matthews, University of the West Indies at St Augustine 
George Njung, Baylor University 
 

Learning Tools 
研究者の仕事についてのインタビュー、アーカイブの紹介、実践的な研究手法、植民地関係文書に関す

る研究の基礎についてのエッセイで構成されています。 
 
 
 
 
 
 
 

植民地関係文書の研究手法編  

Interrogating Colonial Documents and Narratives 
 



Source Case Studies  
植民地時代の一次資料が紹介され、専門家がその背景を説明、評価します。 
 

Instructor Case Studies  
植民地時代の歴史を研究するための様々な手法を紹介します。 
 

Thematic Source Sets  
植民地時代に関する多様なテーマについて、専門家が学術的に分析します↓ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Practice Sources  

テーマ、所蔵機関、AMのデータベ

ースなどを絞り込んで検索、また、す

べての Practice Sourcesを検索するこ

ともできます→ 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

日本総代理店：丸善雄松堂 リリース年 2021, 2023  G.C.19489 資料 No. 12-2025-390 

  
 

無料トライアル 受付中！  （機関・個人ともに 14日間） 

お問い合わせ先：丸善雄松堂株式会社 企画開発統括部 

e-support@maruzen.co.jp 


